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EGFレセプター（EGFR）は癌細胞表面上に過
剰に発現している蛋白質であり、これを標的とした分
子プローブの開発は癌の発見や治療に役立つ。本
研究では多種類の蛍光基をタグとして用いたペプチド

（蛍光ペプチド）ライブラリーからEGFR に結合す
るペプチドのスクリーニングを行っている。この方法
は従来のファージディスプレイ法やビーズ法などと異な
り、大きな担体を必要としないので、担体とEGFR
との非特異的吸着がなく、より正確なスクリーニング
ができると考えられる。

今回は蛍光ペプチドの X4 および X5 のアミノ酸を

15 種類のアミノ酸で規定した225 種類の蛍光ペプチ
ドライブラリー（Ac-EE-Fl-EE-Sp6-X1-X2-X3-X4-X5-
X6,-X7-X8）からEGFR に対して結合するペプチドの
スクリーニングを行なった。

ここでペプチド中の X1, X2, X3, X6, X7, X8 は 15
種類のアミノ酸の混合物である。蛍光ペプチドライ
ブラリーとEGFRとを混合し、インキュベート後、ゲ
ルろ過を行ない、EGFR に結合したペプチドを回収
した。これを蛍光スペクトルにより解析した。これより
X4-X5 の位置が Y-F の組み合わせのとき、ペプチド
が最もEGFR に結合することがわかった。
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